
 1 / 12 
 

ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み.docx 

ドキュメント 

tanigawa.pdf 

PDF 

講演の書き起こしと講演の使用したスライドです。要約を作成してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下は、講演「生成 AI を用いた特許文書品質向上のための取り組み」の要約です。 

講演者について 

谷川英和氏は IRD 国際特許事務所の所長であり、弁理士で情報学博士の資格を持

つ。長年にわたり、大阪大学、京都大学、関西学院大学で非常勤講師を務め、特許

文書品質向上に関する専門的な取り組みを行っている。 

講演内容の概要 

本講演は、生成 AI 技術を活用して特許文書の品質を向上させる取り組みについて

説明しています。講演は、以下の 3 つの主なテーマに基づいて進行されました。 

1. 生成 AI による定性評価 

o 特許文書の作成やクレーム（請求項）作成、図面作成といった特許関

連業務における生成 AI の適用可能性を検証しました。 

o 具体的な AI の使用例として、犬の足洗浄装置のプロンプトによる発明

アイデアとクレームの生成が挙げられ、生成 AI が有用な発明構築支

援ツールとなりうることが示されました(生成ＡＩを用いた特許文書品質

向上のための取り組み)(tanigawa)。 

2. 機械学習による定量評価 
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o 機械学習モデルを使用して特許文書の品質を定量的に評価するシス

テム（PatentValueAnalyst）が開発されており、SVM などのアルゴリズ

ムを用いて特許の評価を自動化しました。 

o 約 60 種類のメトリクスに基づき、特許文書の評価が行われ、構成要素

や明確性、技術的な論理性が測定されています(tanigawa)。 

3. 品質チェックツールの導入 

o 特許文書の品質をチェックするツール（PatentQC）が紹介されました。

このツールでは、サポート要件、明確性要件、曖昧語の使用有無など

をチェックし、品質向上を図ることが可能です。 

o GPT-4 も使用され、主語と述語の一致、冗長な表現の修正などが試

みられましたが、適切な結果が得られる場面と課題が残る場面があり

ました(生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み)

(tanigawa)。 

今後の展望 

生成 AI のさらなる改善を通じて、特許文書の効率的な作成と品質向上を目指すと述

べられました。また、品質チェックモデルや教育テキストの整備により、特許実務者の

スキル向上を支援することが目指されています。 

4o 

あなた: 

生成 AI による定性評価をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

生成 AI を活用した特許文書の定性評価について、講演内容から詳しく説明します。 

1. 定性評価の目的 

生成 AI を使った定性評価では、特許文書の各作成フェーズにおいて生成 AI がどれ

ほどサポートできるかを検証しています。具体的には、発明の構想からクレーム作

成、図面作成までのプロセスで、生成 AI がどの程度の精度と効率でアイデアやテキ

ストを生成できるかを評価しています。 
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2. 評価対象となるフェーズ 

定性評価は、以下のフェーズに分かれています。 

1. 発明着想・構築フェーズ 

o 生成 AI は発明の初期構想をサポートできるかが検証されました。具体

例として、「犬の足を洗浄する装置」というプロンプトを入力したところ、

生成 AI は「自動ペット足洗いマシン」といった具体的なアイデアを生成

しました。 

o クレーム（請求項）を生成するプロンプトにも対応でき、数個の請求項を

具体的に提案しました。このことから、生成 AI がアイデアの出発点や

具体化の段階で一定のサポート能力を持つことが確認されています

(生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み)(tanigawa)。 

2. 発明展開フェーズ 

o 発明の抽象化や概念展開についても試験されました。例えば、「人の

存在を検知し、広告の出力を変更する装置」といった発明に対し、生成

AI は顔認識や視線追跡技術を用いた広告表示システムのアイデアを

展開し、複数のシナリオでの具体例を生成しました。 

o これにより、生成 AI はアイデアの展開に役立つ具体的なアイデアを複

数提供し、発明の多様な視点を与える補助ツールとして機能すること

が示唆されました(生成ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組

み)(tanigawa)。 

3. 特許調査フェーズ 

o 生成 AI が特許調査に役立つかも検証されました。AI に対して発明の

特徴を指定し、特許分類コードの提案や検索式の生成を求めたとこ

ろ、生成 AI はキーワードを用いた検索式や関連分類コード（IPC コード

など）を提案できました。 

o ただし、AI が生成した検索式や分類コードは、手動で修正が必要であ

ることが多く、現段階では実用に耐える精度にはまだ達していないこと

も確認されました(tanigawa)。 

4. クレーム作成フェーズ 

o 発明の要点をクレーム形式にまとめる試みも行われました。AI は発明

内容をもとにしたクレームの生成が可能で、たとえば「ペットの足を洗う

装置」に関しては、構成要素と機能を盛り込んだ複数の請求項が提示

されました。 

o 生成されたクレームは内容的には使えるものもありましたが、精度や

詳細の点で人間の監修が必要とされる段階です(tanigawa)。 
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5. 図面作成フェーズ 

o 簡単な装置の図面も生成できるかを試したところ、生成 AI は「犬の足

洗浄装置」などの図面作成に関する詳細を提案するようにプロンプトに

応答しました。しかし、特許出願に適した精密な図面を生成するには限

界があり、まだ実務で使用するには課題が残っています(生成ＡＩを用い

た特許文書品質向上のための取り組み)。 

3. 成果と限界 

• 成果 

o 発明着想・構築やクレーム作成の段階では、生成 AI はアイデアの膨ら

ませ方や発明の要点整理に一定の支援ができ、特許文書の作成過程

において補助的な役割を果たすことが示されました。 

o 特許の概念展開や他のシナリオへの適用アイデアを生成する能力も

あり、発明の多角的な視点提供が可能です。 

• 限界 

o 特許調査や分類コードの付与においては、生成 AI が生成する検索式

やコードが不完全で、正確な特許調査を行うには手動の見直しが必要

でした。 

o 図面作成についても、特許出願に適した精密な図面を生成するには限

界があり、今後の技術改善が必要です。 

4. 今後の展望 

生成 AI を活用した定性評価は、今後も改善が期待される分野です。特に、特許文書

作成の一部を補助するツールとしての有用性が認識されており、さらに精度の高いサ

ポートが可能になるよう、生成 AI 技術の進展が望まれます。 

4o 

あなた: 

機械学習による定量評価をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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機械学習を用いた特許文書の定量評価について、講演内容から詳しく説明します。 

1. 定量評価の目的 

機械学習を活用した定量評価の目的は、特許文書の品質を数値的に評価し、その品

質向上に役立てることです。具体的には、特許文書に含まれる構成要素や文章の特

徴から、評価基準に基づいたスコアを算出し、特許の明確性、技術的論理性、実施

可能性などを定量的に測定します。 

2. 評価システムの概要 

この取り組みでは、機械学習モデル「PatentValueAnalyst」が導入されており、以下の

ような方法で特許文書を自動的に評価しています。 

(1) パテントメトリクスの抽出 

評価対象の特許文書から 60 種類のメトリクス（「パテントメトリクス」とも呼ばれる）を

抽出します。これには以下のような要素が含まれます。 

• クレーム構成のツリー構造の深さ：請求項のツリー構造の階層数を測定し、特

許文書の構成の複雑さを評価。 

• 独立請求項の構成要素数：クレームの中で独立請求項に含まれる要素の数

を分析し、情報の詳細度を評価。 

• 説明文の例示数：例示的な説明の数から、発明の具体性やわかりやすさを定

量的に評価。 

(2) 機械学習による評価モデル 

抽出されたパテントメトリクスは、特許文書の品質を評価するための教師データとして

使用されます。具体的には、SVM（サポートベクターマシン）や他の機械学習アルゴリ

ズムが用いられ、各文書にスコアを付ける評価モデルが構築されています。モデルは

以下の手順で学習されます。 

• 教師データとして、人手で評価した特許文書とそれぞれに付けられたスコア

（品質スコア）を使用。 

• SVM アルゴリズムを用いて、入力された特許文書のメトリクス情報から、品質

スコアを自動的に算出するモデルを生成(生成ＡＩを用いた特許文書品質向上

のための取り組み)(tanigawa)。 
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(3) 定量評価の指標 

機械学習モデルにより、自動的に算出される品質スコアには以下のような評価指標

が含まれています。 

• 発明の本質抽出性：発明のコアコンセプトや独自性が明確に記述されている

度合い。 

• 発明の展開性：発明が他の実施形態や適用範囲にどれだけ展開できるか。 

• 実施可能性の担保性：発明の実施例が十分に記述されており、具体的な実施

が可能であるかどうか。 

• 文書の強靭性：特許請求の範囲が侵害防止の観点から強力であるかどうか。 

3. 演算式による評価（PatentValueAnalyst-CF） 

SVM による学習モデルに加えて、約 60 種類のメトリクスを使い、特許の品質を算出

する演算式も導入されています。この方式は、特許評価に機械学習を使わず、事前

に設定された演算式により数値を自動算出します。これにより、評価の一貫性が保た

れ、AI を使用せずに簡易な特許評価を行うことが可能です。 

4. 定量評価システムの利点と課題 

(1) 利点 

• 評価の効率化：機械学習モデルにより、特許文書の品質を迅速に評価でき、

従来の手作業よりも効率的。 

• 精度の向上：60 種類のメトリクスに基づき詳細に分析することで、発明の明確

性や論理性が数値で確認できる。 

• 一貫性のある評価：設定した評価基準に基づいて自動的にスコアリングが行

われるため、複数の特許文書の一貫した品質評価が可能(生成ＡＩを用いた特

許文書品質向上のための取り組み)(tanigawa)。 

(2) 課題 

• データの依存性：モデルの精度は教師データの質に依存しているため、多様

な特許分野で高精度な評価をするには大量の教師データが必要。 

• 解釈の難しさ：定量評価の数値が示す品質が、具体的に特許のどの要素に

関連しているかの解釈には熟練が求められる場合がある。 
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• 複雑な構成の評価限界：特に複雑な技術的な特許や新規技術に対する評価

は、事前のメトリクスでは十分に反映されないこともあり、改良が必要です。 

5. 今後の展望 

機械学習を用いた特許文書の定量評価は、今後さらに精度の向上が期待され、特許

審査や知的財産管理の分野で幅広く応用される可能性があります。 

4o 

あなた: 

品質チェックツールの導入をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

品質チェックツール「PatentQC」について、講演内容をもとに詳しく説明します。 

1. 品質チェックツールの目的 

PatentQC は、特許文書の品質を確保し、特許申請書類の記載内容が正確で適切か

どうかを自動的に評価するツールです。特許文書の内容を詳細に分析し、特許審査

基準や法的要件に基づいた自動チェックを行うことで、誤りや不備を早期に発見し、

書類の品質向上に役立てることを目指しています。 

2. チェック項目の概要 

PatentQC ツールでは、特許文書のチェックを以下の観点から行います。それぞれが

特許申請書の記述において重要な要素であり、申請書の品質に直接関わります。 

(1) サポート要件のチェック 

• 第 36 条第 6 項第 1 号に基づくサポート要件：特許請求の範囲に記載された

発明の構成要素が、明細書で十分に説明されているかを確認します。 

• サポート要件を満たしていない場合、特許が無効となるリスクがあるため、特

に重要なチェック項目です。 
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(2) 明確性要件のチェック 

• 第 36 条第 6 項第 2 号に基づく明確性要件：特許請求の範囲が明確であり、

第三者が理解しやすいかどうかを確認します。 

• 特許の明確性は特許の権利範囲を正確に示すための重要な要素であり、不

明確な記述は権利の行使に影響する可能性があるため、明確な表現を推奨

します。 

(3) 未記載用語のチェック 

• 特許文書内で使用されている用語が、明細書全体で一貫して使用されている

かを確認します。 

• 不適切な用語や不明瞭な表現は、特許の技術的意義を曖昧にするため、未

記載または不適切な用語をチェックします。 

(4) 不適切な引用関係のチェック 

• 文中での参照や引用が適切に行われているかを確認します。 

• 特許文書内での誤った引用や不適切な関係は、審査時に指摘される可能性

があるため、正確な引用が必要です。 

(5) 曖昧語のチェック 

• 曖昧な表現の検出：例えば、「ほぼ」「約」「おおよそ」といった、明確な範囲が

不明瞭な表現が使用されていないかを確認します。 

• 曖昧語の使用は特許権の解釈に影響を及ぼすため、特許文書内での使用は

避けることが推奨されています。 

(6) 目的語のチェック 

• 特許請求の範囲において、記載されている行為や作用に対して適切な目的語

が含まれているかを確認します。 

• 明確な目的語がないと、特許文書の意図が不明確になり、権利範囲に影響を

及ぼす可能性があるため、適切な目的語の記載が重要です。 

(7) 翻訳容易性・可読性のチェック 

• 特許文書が容易に翻訳可能か、または読みやすいかを評価します。特許は

多国籍出願が多いため、翻訳性は非常に重要な要素です。 
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• 特に長文や複雑な文構造がある場合は、翻訳の際に誤解や誤訳が生じやす

く、特許の権利内容に影響を及ぼす可能性があります。 

(8) 複雑な文のチェック 

• 文が長すぎたり、構造が複雑すぎる場合、それを検出して明確に簡潔化する

ことを推奨します。 

• 主語や述語が複数ある場合、文章が冗長になることがあり、PatentQC はその

ような構造を検出して指摘します。 

3. チェック結果の活用方法 

PatentQC によるチェック結果は、特許文書作成の初期段階での確認に役立ちます。

例えば、特許申請書類の完成前に PatentQC で自動チェックを行うことで、特許請求

の範囲や明細書に記載されている内容が十分であるか、曖昧な表現がないかを確認

できます。これにより、審査段階での不備指摘や権利範囲の限定リスクを低減できま

す。 

4. 品質チェックツールの改善点と課題 

(1) 生成 AI との連携 

• PatentQC は生成 AI と連携することで、さらに高度なチェックが可能になること

が期待されています。例えば、生成 AI を用いた曖昧語のチェックや主語と述

語の一致を確認する機能を追加することで、チェック精度の向上が図れます。 

(2) 人間の監修との併用 

• 自動チェックは効率的ですが、複雑な特許内容や新しい技術分野の出願にお

いては、人間による監修が必要な場合もあります。生成 AI と PatentQC を併

用しつつ、専門家によるレビューを加えることで、より高い品質の特許文書が

作成されます。 

(3) 実務でのフィードバックの反映 

• 特許業界からの実務フィードバックを活かし、ツールの精度向上とユーザーイ

ンターフェイスの改善を図る予定です。PatentQC の導入により、特許事務所

や企業の知財部門での品質管理を向上させることが期待されています(生成

ＡＩを用いた特許文書品質向上のための取り組み)(tanigawa)。 
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5. 今後の展望 

PatentQC は、特許文書作成の自動化と品質向上における重要なツールであり、今

後さらに多様な機能の追加が予定されています。生成 AI との連携を深めることで、

将来的には特許文書の作成から提出までを包括的にサポートし、特許業務の効率化

と品質の向上を両立するツールとして発展していく見込みです。 

4o 

あなた: 

今後の展望 生成 AI のさらなる改善を通じて、特許文書の効率的な作成と品質向上

を目指すと述べられました。また、品質チェックモデルや教育テキストの整備により、

特許実務者のスキル向上を支援することが目指されています。をくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

今後の展望として、生成 AI の高度化や品質チェックモデルの整備が、特許実務者の

作業効率と文書の品質向上にどのように寄与するか、具体的に見ていきます。 

1. 生成 AI による特許文書作成の効率化 

生成 AI の改良が進むことで、特許文書の作成プロセスが大幅に効率化されることが

期待されています。具体的な展望としては以下が挙げられます。 

• アイデアの自動生成と拡充 

o 発明の初期段階でのアイデア出しや概念整理の支援が、生成 AI によ

って可能になります。たとえば、発明のプロンプトを入力するだけで、複

数のアイデアや技術的な解決策が自動生成され、発明の方向性や応

用可能性が広がります。 

o また、生成 AI が異なるシナリオを考慮して多様な発明例を提示するこ

とで、特許明細書に記載される実施形態の拡充が期待されます。これ

により、より幅広い権利範囲をカバーすることが可能です。 

• クレーム作成の効率化 

o 生成 AI が特許請求の範囲（クレーム）の作成支援においても強化され

ると、AI が自動でクレームを提案し、出願人が必要に応じて修正する
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だけで済むようになります。AI によって生成されたクレームは、特許の

権利範囲や具体的な構成要素を網羅し、発明の保護範囲を明確化す

るために有用です。 

o 将来的には、特許法や審査基準を学習した生成 AI が、特許要件を満

たしつつ曖昧性の少ないクレームを効率的に作成することが期待され

ます。 

• 明細書や図面の作成サポート 

o 特許明細書の作成においては、生成 AI が専門用語や技術内容を正

確に盛り込みつつ、法的要件を満たした文書を作成することが目指さ

れています。生成 AI は、特許の対象技術分野に応じた適切な技術用

語を自動選定し、明細書全体の品質を向上させる補助ツールとなるで

しょう。 

o また、図面作成に関しても、AI が装置や機械構造を理解し、特許出願

に適した形式での図面提案ができるように進化することが期待されて

います。 

2. 品質チェックモデルの整備と実務者スキル向上の支援 

生成 AI による特許文書作成が進化する中で、特許文書の品質を評価するためのチ

ェックモデルも同様に発展させることが重要です。この分野における展望は以下の通

りです。 

• 特許文書品質チェックの標準化 

o 現在、サポート要件や明確性要件など、特許文書に求められる品質基

準は多岐にわたります。生成 AI がこれらの基準に基づき、自動で文書

の品質を評価し、特許明細書が特許庁の基準を満たしているかを事前

に確認することが可能となるでしょう。 

o また、標準化された品質チェックモデルにより、異なる特許事務所や企

業で一貫した品質評価ができるため、審査の通過率向上や特許の価

値向上にもつながります。 

• 教育テキストの整備と実務者への教育支援 

o 特許文書作成のスキル向上を目指し、品質チェックモデルに基づいた

学習テキストが提供される見込みです。たとえば、特許請求の範囲や

明細書の作成に関する指針、法的要件をクリアするための文章構成

や語彙選択などが盛り込まれたテキストが、特許実務者の教育に役立

ちます。 
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o 特許文書作成スキルを体系的に学ぶことで、新たに特許業務を始める

人や経験の浅い実務者もスムーズに学習でき、業界全体のスキル向

上に貢献すると考えられています。 

• 生成 AI の評価フィードバックを通じた品質向上 

o 特許文書の品質評価結果を生成 AI にフィードバックすることで、AI 自

体が学習を重ね、品質向上を図ることも可能です。たとえば、特許審査

官や専門家からのフィードバックが AI に反映されることで、特許要件

にさらに精密に適合する明細書が生成されるようになります。 

3. 知的財産業界における生成 AI の普及と活用 

生成 AI および品質チェックモデルの整備は、知的財産業界全体に変革をもたらすと

予測されています。 

• 業界全体での活用拡大 

o 知的財産業界では、生成 AI の導入により特許事務所や企業の知財

部門での業務効率が大幅に向上することが期待されています。生成

AI が作成支援ツールとして活用されることで、実務者が特許の戦略立

案や高度な技術分析により多くの時間を割くことが可能になります。 

o 将来的には、生成 AI が特許戦略の立案やポートフォリオ管理にも応

用され、特許情報の分析から知的財産戦略までを包括的にサポートす

ることが見込まれます。 

• 生成 AI と他の知的財産関連ツールとの連携 

o 生成 AI は特許分析ツールや特許管理システムと連携することで、特

許のライフサイクル全体を通じた知的財産管理を包括的に支援する役

割を果たすことが期待されています。 

o たとえば、生成 AI が作成したクレームや明細書が他の特許情報シス

テムと連携し、特許出願やライセンス契約に即座に反映されることで、

知財部門における情報管理の効率化が進むでしょう。 

生成 AI と品質チェックモデルの活用により、特許業務の効率化と質の向上が進むだ

けでなく、業界全体の知財戦略の強化にも貢献することが期待されます。 

4o 
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